様式第２号　

年　　月　　日

　　公益財団法人山形県産業技術振興機構

理事長　木　村　和　浩　殿
（補助事業者）

住所又は所在地

氏名又は名称及び

代表者役職・氏名　　　　　　　　　　　印

電話番号

令和５年度山形県有機エレクトロニクス総合支援事業費補助金事業計画変更承認申請書
（量産化等支援事業）
年　月　日付け　第　号により交付決定を受けた標記事業について、下記のとおり（経費の配分・事業内容・補助金額）を変更したいので、山形県補助金等の適正化に関する規則第７条第１項第１号及び令和５年度山形県有機エレクトロニクス総合支援事業費補助金交付要綱（量産化等支援事業）第８条第１号の規定により申請します。

記

１　事業区分
２　事業名称
３　補助事業に要する経費　変更前　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　変更後　　　　　　　　　　　　　円

４　補助申請額　　　　　　変更前　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　変更後　　　　　　　　　　　　　円

５　変更内容

６　変更理由

７　添付書類

　　・事業計画書（別紙１）
　　・収支予算書（別紙２）
　　・その他参考資料

（注）添付書類の事業計画書は、変更前後の明記・新旧対照表の添付等により、変更の内容を
明確にすること

様式第１号、第２号関係【別紙１】
事　業　計　画　書
	(1) 事業区分
	「量産化支援事業」又は「試作開発支援事業」を記載してください。

	(2) 補助事業者
	

	(3) 補助事業名
	様式第１号より転記してください。

	(4) 補助事業期間
	年　月　日　～　　年　月　日

	(5) 補助事業の実施に至る経緯及び目的
	

	・事業実施に至るこれまでの経緯、現状、課題を説明した上で、事業実施の目的をわかりやすく記載してください。


	(6) 補助事業の実施内容
	

	・補助事業において実施する具体的内容（方法、実施体制、成果物）を分かりやすく記載してください。



	(7) 補助事業実施後の事業展開
	

	・量産化の場合、量産化する有機ＥＬ照明製品の価格設定、販売開始時期、販売ルート・プロモーション計画等を記載してください。
・試作開発の場合、事業化（製品化等の形で営業活動を行うことができる状態）の予定時期、事業化後の中長期的な目標及びその到達時期を記載してください。


	(8) 補助事業による効果
	

	・製造コストの低減や低価格化等、事業実施の効果を記載してください。


	(9) 販売開始・事業化予定時期
	(10) 目標売上額

	年　月頃
	万円/年


（11）補助事業実施機関（全ての事業実施機関について記載してください）

	機関名及び所在地
	代表者役職氏名
	事業実施内容

	
	
	

	
	
	


（12）補助事業実施体制図

	・補助事業者及び上記補助事業実施機関の役割分担のほか、量産化の場合は生産体制、販売ルート等について、相関図等を用いて記載してください。


(注記)・記入にあたっては、数値などを用いて、できるだけ具体的に記載すること。
　   　・記入欄が不足する場合は、適宜欄を広げるか、別紙に記載すること。
　　　 ・必要に応じて補足資料（図、写真）を添付すること。
様式第１号、第２号、第４号関係【別紙２】
収 支 予 算（ 決 算 ）書

１　収入の部
	補　助　率
	１／２　・　２／３


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事業に要する経費
	補助金
	自己資金
	その他

	
	
	
	


２　支出の部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	金　　額
	積　算　内　訳

	補　助　対　象　経　費
	金型の製作
・購入経費
	
	

	
	材料費
	
	

	
	外注費
	
	

	
	機械装置費
	
	

	
	技術指導費
	
	

	
	その他
	
	

	補助対象外経費
	
	

	合　　　　　計
	
	


※　補助金の額は、補助対象経費の１／２（有機ＥＬ照明製品にあっては ２／３）以内で千円単位（千円未満切り捨て）とすること。
※　積算内訳には、事業実施機関ごとに詳細に記載すること。
※　決算の場合は、上段に実施額、下段に予算額を括弧書きで記載すること。
事業区分に応じて、以下のとおり修正してください。


・量産化の場合　：販売開始予定時期


・試作開発の場合：事業化予定時期





事業内容に応じて、どちらか選び 丸で囲んでください。


・有機エレクトロニクス関連製品の場合： １／２


・有機ＥＬ照明製品の場合： ２／３
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